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第１章 調査概要 

 

１－１ 要請の背景及び経緯 

 コスタリカ共和国（以下、「コスタリカ」と記す）には、地球の陸地面積の 0�03％しかな

い国土に、現在確認されている生物種の 4��％にあたる � 万 5�000 種が存在し、その中に絶

滅危惧種等の貴重な種も多い。そのため、「生物多様性ホットスポット」1であるメソアメリ

カ地域の中でも、生物多様性の保全上、重要な国と位置づけられている。しかし、1�40 年

に国土の �5％を占めていた森林被覆率は、1�50 年代から始まった農地拡大政策等により、

1��� 年には 21％まで減少した。 

森林減少に危機感を覚えたコスタリカ政府は、1��0 年代後半より先駆的な森林保全、生

物多様性保全のための政策、活動を実施してきた。例えば、国立公園をはじめとした自然

保護区の積極的な設置、1��� 年には、世界で初めて国家レベルで環境サービスに対する支

払い（PDgo SoU SeUYLFLoV APELenWDleV：PSA）制度も開始2した。さらに 1��� 年には生物多様

性法を制定し、森林資源、野生生物、保護区の統合的管理を目指すため、全国を 11 の保全

地域（ÈUeDV de ConVeUYDFLyn：AC）に分け、地域ごとに多くのステークホルダーの参加を得

て自然資源の管理を行う国家保全地域システム（SLVWePD NDFLonDl de ÈUeDV de ConVeUYDFLyn 

（NDWLonDl S\VWeP oI ConVeUYDWLon ÈUeDV：SINAC）3を創設した。これらの活動の結果、森林

面積は 2010 年には 52％程度まで回復するに至っている。 

また、このように適切に保全されてきた多様な自然環境や生物多様性は、同国の経済発

展にも寄与している。多様で豊富な自然を資源として活用している観光業は国の重要産業

の 1 つであり、2004 年には、同国を訪れる外国人観光客のうち約 40％が国立公園をはじめ

とする自然保護区を訪問し、観光業は国内総生産の �％を占めた。2010 年には、観光業に

よる外貨収入が、1� 億 ��000 万ドルに達している4。このような国を挙げての努力は、国際

的評価も高く、2010 年に名古屋で行われた第 10 回生物多様性条約締結国会議〔10WK 

ConYenWLon on BLologLFDl DLYeUVLW\（CBD）ConIeUenFe oI WKe PDUWLeV（COP）：CBD�COP10〕の

際には、コスタリカの生物多様性法に対し、:oUld FXWXUe CoXnFLl5が 7Ke FXWXUe PolLF\ AwDUd

                                                        
1 生物多様性に富み、固有種の割合も高く、また、生息地の破壊や絶滅の危機が迫っており、生物多様性保全上、重要

な地域。例えば米国の国際 NGO である ConVeUYDWLon InWeUnDWLonDl は地球上の 34 地域をホットスポットと定めており、そ

の面積は地球上の 2�3％にすぎないが、地球上の植物の 50％以上、陸上脊椎動物の 42％を含むとしている。 
2 生態系サービスに対する支払（PD\PenW IoU EFoV\VWeP SeUYLFe：PES）は、水源涵養機能や、炭素固定機能等、生態系が

提供するサービスを経済的に評価し、それを生態系管理者に還元しながら、生態系を保全していこうという、生態系保

全のための経済的手法の 1 つである。コスタリカでは、1��� 年の森林法で、「環境サービスへの支払（PSA）」という名

称を使い、森林が提供する 4 つのサービスを定め、再植林や既存の森林保全を行う土地所有者に一定額の支払いを行う

プログラムを開始した。 
3 SINAC は、生物多様性法では、「さまざまなセクターの代表からなる全国評議会、CORAC、CO/AC、及び行政組織で

ある SINAC 事務局と 11 の保全地域事務所から構成される、管理・調整システム」とされているが、一般的に SINAC と

いう場合には、行政組織である SINAC 事務局と保全地域事務所を指すことが多い。 
4 同年のコスタリカの輸出総額は、�4 億 4��00 万ドル。 
5 ドイツのハンブルグに本部を持つ NGO で、主に自然資源の利用を通して、将来世代の権利を保障していくことを目的

としている。 
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をᤵ与している。 

自然保護区の管理య制については、国立公園や森林保護区等、保護地域を目的ูに � つ

の管理カテࢦリーに分㢮している。� つの管理カテࢦリーは、世界自然保護㐃合（InWeUnDWLonDl 

UnLon IoU ConVeUYDWLon oI NDWXUe Dnd NDWXUDl ReVoXUFeV：IUCN」）の管理ᇶ‽�に↷らし合わࡏ

ると、カテࢦリーI のཝṇ保護地域からカテࢦリー9I の資源保護地域まであるが、実際には、

一部の保護区を㝖くと、人㛫活動を᤼㝖することを๓提とした管理ࣔࢹルが適用されてお

り、実際の管理活動としては、保護区内及び࿘㎶域における㐪法活動のྲྀり締まりが中ᚰ

である。そのため、保護区によっては、保護区内・࿘㎶ఫẸと保護区行政ᢸᙜ機㛵の㛫に

㌵㎚が生じている。そこで⊂立行政法人国際༠力機構（-DSDn InWeUnDWLonDl CooSeUDWLon 

AgenF\：-ICA）は、200� 年 10 ᭶から 3 年㛫にわたり、「ࣂラ・ࢹル・コロラド野生生物保

護区ఫẸ参加ᆺ管理プロ࢙ࢪクト」（以下、「REBACO プロ࢙ࢪクト」と記す）を実施した。

その結果、同プロ࢙ࢪクトは保護区における参加ᆺ༠ാ管理のᇶ♏的య制を確立するな࡝

の成果を上げ、対㇟となったࣂラ・ࢹル・コロラド野生生物保護区（ReIXgLo NDFLonDl de 9LdD 

SLlYeVWUe BDUUD del ColoUDdo：REBACO）は、コスタリカで参加ᆺ管理が実㊶されているࣔࢹ

ル的な保護区とみなされるようになっている。 

上㏙したような PSA 制度、生物多様性法、SINAC 制度、ఫẸ参加ᆺ༠ാ管理な࡝のコス

タリカにおける先駆的な経㦂は、国際的にὀ目を㞟めているが、このコスタリカの生物多

様性保全にかかる実⦼や経㦂は、そのຌ⨥も含め、య系的な整理や᳨ドが༑分なされてい

るわけではない。世界、とりわけ中米のメソアメリカホットスポットにおいてຠ果的な生

物多様性保全を㐍める上で、コスタリカの経㦂を▱㆑（Knowledge）�として有ຠ活用するこ

とが内外からᮇᚅされているなか、コスタリカ環境・࢚ࢿルࢠー・水・ᾏὒ┬（0LnLVWeULo de 

APELenWe� EneUgtD� AgXDV \ 0DUeV：0INAE7）は、「生物多様性保全にಀる経㦂を≉に中米地

域に共有し国際㈉⊩につなげたい」との⪃えにᇶづき、本᱌௳をわが国に要ㄳしてきた。

これに対し、生物多様性保全分野に㛵して、≉に中米地域における支᥼を⪃えるうえで、

コスタリカが᪥本のࣃートࢼー国になり得るとのᮇᚅもあり本要ㄳが᥇ᢥされた。 

 

１－㸰 ㄪᰝ┠ⓗ 

௒回のヲ⣽ィ⏬策定調査は、コスタリカഃカ࢘ンターࣃート機㛵である国家保全地域ᗇ、

及び㛵㐃機㛵との༠議、また現場での調査を通して、同プロ࢙ࢪクトの事๓評価を行い、

また、ヲ⣽な内ᐜを策定し、SINAC とプロ࢙ࢪクト内ᐜに㛵して合ពすることを目的とし

てなされた。 

 

                                                        
� KWWS���wFSD�M�MS�UPBdoFXPenWV�PAPS�01��-D�SdI 
� ▱㆑（Knowledge）とは、「生物多様性保全にかかる政策やྲྀ組みが実施されるに至った⫼ᬒ、その後の実施プロセス、

実施≧ἣとその結果、生物・♫会・経済的ຠ果・ᙳ㡪、ㄢ㢟、ᩍカ、௒後のᨵၿの᪉ྥ性な࡝をయ系的に整理したもの」

と本プロ࢙ࢪクトでは定⩏している。また▱㆑（Knowledge）の定⩏中にある「௒後のᨵၿの᪉ྥ性」を♧すことは、政

策提ゝもព࿡するものである。 
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１－㸱 ㄪᰝᅋᵓᡂ 

調査ᅋဨの構成は、表１のとおりである。 

 

⾲１ ホ౯ᅋဨᵓᡂ 

Ặ名 ᢸᙜ業務 所ᒓ・⫋位 ᮇ㛫 

ụ⏣ ಟ一 総ᣓ 

-ICA 地球環境部森

林・資源グループ グ

ループ㛗 

� ᭶ 12 ᪥㹼� ᭶ 24 ᪥
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１－㸲 ㄪᰝ᪥⛬ 

現地調査は、ᖹ成 24 年 � ᭶ 2 ᪥（᪥）から 24 ᪥（ⅆ）（23 ᪥㛫）にわたり行われた。ヲ

⣽᪥程と活動内ᐜは表㸰のとおりである。 

 

⾲㸰 ㄪᰝ᪥⛬࡜άືෆᐜ 

᭶᪥ 活 動 内 ᐜ 

� ᭶ 2 ᪥（᪥） ᪥本発、コスタリカ╔ 

� ᭶ 3 ᪥（᭶） SINAC ᝟ሗ収㞟 

� ᭶ 4 ᪥（ⅆ） 0INAE7（๪大⮧）と面ㄯ 
-ICA 事務所表ᩗ 
SINAC と༠議 

� ᭶ 5 ᪥（水） SINAC（㛗ᐁ）と面ㄯ 
トルトࢤࢗーロ保全地域（AC7o）�SINAC と༠議 
SINAC ᝟ሗ収㞟 

� ᭶ � ᪥（ᮌ） 農∾┬（0AG）サラ࢟ࣆ事務所᝟ሗ収㞟 
コスタリカ国家米生産者組合（CONARRO=）サラ࢟ࣆ事務所᝟

ሗ収㞟 
AC7o�SINAC 事務所訪問・᝟ሗ収㞟 
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᭶᪥ 活 動 内 ᐜ 

� ᭶ � ᪥（㔠） REBACO どᐹ 
アルࢹアᮧ訪問〔地᪉評議会（CO/AC）〕、」合農家から᝟ሗ収

㞟） 

� ᭶ � ᪥（土） ⛣動（グアࣆレスЍサンホセ） 
資ᩱ整理 

� ᭶ � ᪥（᪥） 資ᩱ整理 

� ᭶ 10 ᪥（᭶） 資ᩱ整理 
コスタリカ生物多様性◊✲所（INBLo）、⇕ᖏ農業◊✲ᩍ⫱センタ

ー（CA7IE）、ࢼシࣙࢼル大Ꮫ（UNA）と༠議 

� ᭶ 11 ᪥（ⅆ） 調査結果ྲྀりまとめ 

� ᭶ 12 ᪥（水） 森林⼥資国家ᇶ㔠（FONAFIFO）㛗ᐁと面ㄯ 
0INAE7（大⮧）と面ㄯ 
調査結果ྲྀりまとめ 

� ᭶ 13 ᪥（ᮌ） -ICA 事務所表ᩗ、ᅋ内ᡴ合ࡏ 
国家ィ⏬経済政策┬（0IDEP/AN）と༠議 
SINAC（㛗ᐁ）と面ㄯ 

� ᭶ 14 ᪥（㔠） AC7o�SINAC 事務所訪問・༠議 
REBACO どᐹ、アルࢹアᮧ訪問（」合農家から᝟ሗ収㞟） 

� ᭶ 15 ᪥（土） REBACO どᐹ、リンダ・ビスタᮧ訪問（」合農家から᝟ሗ収㞟） 
REBACO 事務所訪問・᝟ሗ収㞟 

� ᭶ 1� ᪥（᪥） 資ᩱ整理、༠議議事㘓（0�0）స成స業 

� ᭶ 1� ᪥（᭶） 米ᕞ開発㖟行（IDB）᝟ሗ収㞟 
SINAC と 0�0 ༠議 

� ᭶ 1� ᪥（ⅆ） IUCN ᝟ሗ収㞟・༠議 
SINAC�AC7o と 0�0 ༠議 

� ᭶ 1� ᪥（水） SINAC 内の 0�0 レビࣗー、ᅋ内の 0�0 స成స業・༠議 

� ᭶ 20 ᪥（ᮌ） SINAC�AC7o と 0�0 ༠議・᏶成స業 

� ᭶ 21 ᪥（㔠） 0INAE7�SINAC と 0�0 締結 
-ICA 事務所ሗ࿌ 
᪥本大使㤋ሗ࿌ 

� ᭶ 22 ᪥（土） 12：45 サンホセ発、1�：3�  ╔ーストンࣗࣄ

� ᭶ 23 ᪥（᪥） 10：50  ーストン発（機内Ἡ）ࣗࣄ

� ᭶ 24 ᪥（᭶） 14：30 成⏣╔ 
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１－㸳 ୺要㠃ㄯ⪅ࣜࢺࢫ 

現地訪問ᮇ㛫中の主要な面ㄯ者リストは表㸱のとおりである。ᮇ㛫中に訪問した機㛵ᩘ

は 14、その࡯かに REBACO 内の 2 ᮧを訪問している。 

 

⾲㸱 ୺要㠃ㄯ⪅ࣜࢺࢫ 

ᡤᒓ Ặ ྡ ⫋ ఩ 

0INAE7 DU� Rene CDVWUo SDlD]DU 0LnLVWeU 
0V� AnD /oUenD GXeYDUD F� 9LVe 0LnLVWeU 

0V� CLnWKLD SLlYLD /egDl AdYLVoU Wo WKe 0LnLVWeU 

SINAC 0U� RDIDel GXWLeUUe] RoMDV E[eFXWLYe DLUeFWoU 

0V� /eVELD SeYLllD EVWUDdD CooUdLnDWoU 

0U� GLlEeUW CDneW 0DnDgeU� NDWXUDl ReVoXUFe 0DnDgePenW 

0V� -enn\ AVFK CoUUDleV 0DnDgeU� PUoWeFWed AUeDV 0DnDgePenW 
0U� GXVWDYo IndXnL AlIDUo ReVeDUFK Dnd EFologLFDl 0onLWoULng 

CooUdLnDWoU� PUoWeFWed AUeDV 0DnDgePenW
0U� GXVWDYo -LPene] EnYLUonPenWDl Dnd 7oXULVP PUogUDP 

AC7o�SINAC DU� /XLV AlEeUWo RoMDV BolDnoV RegLonDl DLUeFWoU 
0V� 0DULD ElenD +eUUeUD PUoWeFWed AUeDV 0DnDgeU 

0U� ElLFN +eUUeUD REBACO 0DnDgeU 

0V� SonLD CDlYo 9LllDge 0DnDgePenW PUogUDP 

FONAFIFO 0U� -oUge 0DULo RodUtgXe] 
=XnLgD 

E[eFXWLYe DLUeFWoU 

0V� CDUPen RoldDn 
 

DLUeFWoU� DeYeloSPenW Dnd 
CoPPeUFLDlL]DWLon oI EnYLUonPenWDl 
SeUYLFeV 

0IDEP/AN 0V� SDVNLD RodULgYe] 

 

DLUeFWoU� InWeUnDLWonDl CooSeUDWLon 

0V� KDULnD /L 
 

OIILFeU I�C IoU AVLDn RegLon� InWeUnDWLonDl 
CooSeUDWLon 

0AG  
（SDUDSLTXL 
SXE�UegLon OIILFe） 

0U� -DLUo AUD\D E[WenVLon OIILFeU 

0U� GDEULDl 0oUD E[WenVLon OIILFeU 

CONARRO= 
（SDUDSLTXL OIILFe）

0U� OVwDldo /ede]PD AlYDUDdo OIILFeU 

INBLo 0U� AlonVo 0DWDPoUoV PlDnnLng Dnd DeYeloSPenW DLUeFWoU 
CA7IE 0U� RogeU 9LllDloEoV SDWo NDWXUDl FoUeVW SSeFLDlLVW� PUodXFWLon Dnd 

ConVeUYDWLon Ln FoUeVWV PUogUDP 
UNA 0U� -oel SDen] PUoIeVVoU� InWeUnDWLonDl InVWLWXWe IoU 

:LldlLIe 0DnDgePenW Dnd ConVeUYDWLon 

IDB 0U� AlYDUo Redondo BUeneV NDWXUDl ReVoXUFeV SSeFLDlLVW 
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IUCN  
（RegLonDl OIILFe 
IoU 0eVoDPeULFD Dnd 
CDULEEeDn） 

DU� -oVe CoXUUDX 
 

CooUdLnDWoU� BLodLYeUVLW\ ConVeUYDWLon 
Dnd SXVWDLnDEle UVe UnLW 

0U� 7eD GDUFLD�+XLdoEUo C� PUogUDP CooUdLnDWoU 

0V� -oVe AUWXno SDnWoV Godo\ CooUdLnDWoU� RLgKWV Dnd EnYLUonPenWDl 
GoYeUnDnFe UnLW 

0V� RoFLo CoUdoED 0� 
 

CooUdLnDWoU� /LYelLKoodV Dnd ClLPDWe 
CKDnge UnLW 

/D AldeD ᮧ  0V� Ro[DnD SDlDV CO/AC PePEeU 

0U� FUDLVeU Gon]Dle] FDUPeU 

0V� AELgDLl /oSe] FDUPeU 

0U� SDnWLDgo ÈYLlD FDUPeU 

0V� ElYLD CoUUDleV FDUPeU 

0U� EYelLVW CKDYDUUtD FDUPeU 

/LndD 9LVWD ᮧ 0V� 0DULD /XLVD FDUPeU 

-ICA 事務所 ⠛ᓮ Ὀᫀ 支所㛗 

中⃝ ஽ ௻⏬調査ဨ 

ᙇ ᮅⱥ 現地事務所ဨ 

᪥本大使㤋 Ώ部 ⸨Ꮥ 経済༠力ᢸᙜ᭩記ᐁ 

－ � －



 
 

第㸰章 コスタリカにおける生物多様性保全のṔྐ的概要 

 

コスタリカの生物多様性保全が、国家の開発政策のなかでඃ先的なㄢ㢟としてྲྀり上げ

られるようになったのは、1��0 年代の後半からで、それ以㝆は政権஺代にかかわらࡎ⥅⥆

的なྲྀり組みが行われてきた。Ṕྐ的にぢると、多くの⇕ᖏ林ㅖ国と同様に、豊富な森林

資源を初めとする自然資源の᥎⛣はᾉ㈝ᆺの利用ᙧ態が㛗く⥆いた。しかし、そのような

プロセスのなかにも、コスタリカ国Ẹの環境保全ព㆑の先駆けとなったいくつかのṔྐ的

出来事がある。古くは、1� 世⣖にさかのࡰる᭱初の自然保護活動は、㣧ᩱ水確保に㛵ಀし

たものである。1��� 年 � ᭶ 30 ᪥には、共和国᠇法で、῱ὶや水源地の保全のために BDUED

ⅆᒣのᒣ㯄 2NP を୙ྍ౵ࢰーンに指定している。その後、1�55 年の観光局（InVWLWXWo de 

7XULVPo）の発㊊᫬には、一㐃の法ᚊが施行され、国内のす࡭てのⅆᒣのⅆཱྀ࿘㎶ 2NP を国

立公園に指定している。この㡭から、コスタリカの保護区システムをᙉ໬する制度設ィが

成㛗し始める。ま1、ࡎ��3 年には CDEo BlDnFo ཝṇ自然保護区（ReVeUYD NDWXUDl AEVolXWD de 

CDEo BlDnFo）の指定、1��4 年に 0DFKo ᕝ森林保護区（ReVeUYD FoUeVWDl）設置、国立公園ㄢ

の発㊊をಁす森林法（法ᚊ第 44�5 ྕ）の公ᕸ、1��� 年 � ᭶ 24 ᪥には法ᚊ第 �0�4 ྕにより

国立公園局へ᪼᱁した。しかしながら、保護区行政は、0AG の 1 部局にと࡝まる極めて㝈

定的な௵務にと࡝まり、この᫬ᮇ全国的にᛴ⃭に㐍む農∾地へのᨵኚによる森林破壊にຠ

果的に機能することはなかった。1��0 年代後半には、このような森林面積の⃭減が、政府

や国Ẹの議ㄽの的になり、ᙜ᫬の政権による環境・自然資源政策や㛵㐃の行政組織のᢤ本

的ᨵ㠉にᑟくこととなった。国際♫会は、そのྲྀり組みを積極的に支えた。㏆年、環境や

生物多様性の保全、持⥆ྍ能な利用がこの国にとっては経済開発の大⩏そのものをỴ定づ

ける重要な位置づけを占めるに至っている。 

1� 世⣖ᮎから௒᪥に至るコスタリカの自然環境や森林資源をはじめとする自然資源㛵㐃

の政策立᱌につながった出来事やさまざまな♫会アクターと㛵㐃した制度ኚ㠉をṔྐ的に

ぢると、下記のような区分ができる（A�CDPDFKo㸪2010）。 

 1� 世⣖ᮎから 20 世⣖๓半：環境・森林政策のためのツール開発๓ኪ 

 1��� 年㹼1��� 年：豊富な森林資源と再生ྍ能自然資源の㐣ᑠ評価 

 1��0 年㹼1��0 年：保全主⩏の再確認と構㐀調整 

 1��1 年㹼1��5 年：持⥆ྍ能な開発にྥけての᪂イࢽシアテ࢕ブ 

 1��� 年㹼2000 年： PSA の統合システムの⫾動 

 2001 年㹼2004 年：森林開発と生態系サービスのための᪂たな༠約 

 2005 年㹼：組織的㐃ᖏ、⬺中ኸ㞟権、᪂たなアイࢹンテ࢕テ࢕（カー࣎ン・ࣗࢽ

ートラルのコスタリカ） 

上㏙のྛ区分における主たる≉ᚩと際立ったኚ໬については、ᮎᑿの参⪃資ᩱにまとめた。 
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第㸱章 生物多様性保全㛵㐃機㛵 

 

本章では、コスタリカにおける生物多様性保全に㛵㐃する主な機㛵を⤂௓する。そのう

ち、SINAC（国家保全地域システム、もしくは国家保全地域ᗇ）に㛵しては、本プロ࢙ࢪ

クトのカ࢘ンターࣃートであることから、ヲ⣽を記す。 

 

㸱－１ ᅜᐙಖ඲ᆅᇦ࣒ࢸࢫࢩ㸦6,1$&㸧 

SINAC は 1��� 年に公ᕸされた生物多様性法（法ᚊ第 ���� ྕ）により、0INAE7 管㎄下

の「森林・野生生物・水系・保護区を統合した参加ᆺの⬺中ኸ㞟権໬の管理システム」と

して、コスタリカの自然資源の管理の持⥆ྍ能性を目指す政策の策定、ィ⏬立᱌、実施を

目的に発㊊した。同法上は、「さまざまなセクターの代表からなる保全地域国家評議会

（ConVeMo NDFLonDl de ÈUeDV de ConVeUYDFLyn：CONAC）、保全地域地域評議会（ConVeMo RegLonDl 

de lDV ÈUeDV de ConVeUYDFLyn：CORAC）、CO/AC、及び行政組織である SINAC 行政事務局と

11 の AC 管理組織から構成される、管理・調整システム」と定⩏、設立されている。しか

し、一般的に SINAC という場合には、行政組織である SINAC 行政事務局とྛ AC�の地域局

（DLUeFFLyn RegLonDl）指すことが多い。本ሗ࿌᭩では、ᗈ⩏の SINAC のうち、行政組織を

指すゝⴥとして「保全地域ᗇ」というゝⴥを用いる。 

また、「SINAC ᡓ␎ 2010�2015」（2010）には、この組織の目的として以下がᥖげられてい

る。 

z 㐍໬Ꮫ的生態Ꮫ的プロセスのᖹ⾮と⥅⥆性を保ドするために、生物地理Ꮫ的に␗な

る地域と᭱も⬤ᙅな生態系を代表する自然環境を保全する。 

z 㐍໬Ꮫ的プロセスの⥅⥆性に౫存する野生生物種（≉に、固有種や絶滅危惧種）の

㑇ఏ的多様性を保護する。 

z 地元ఫẸの積極的参加をಁしながら、生態系とその構成要素の持⥆ྍ能な利用を確

保する。 

z ⛉Ꮫ◊✲、生態系とそのᖹ⾮の◊✲の࡯か、国内の自然資源の持⥆ྍ能な利用とそ

の保全をྍ能にする▱ぢやᢏ⾡を᣺⯆する。 

z ຎᝏな管理がཎᅉで㉳こりうる࣐イࢼスᙳ㡪を減少、回㑊するために、ᖏ水ᒙと水

系を保全・ᨵၿする。 

z コスタリカのᩥ໬とアイࢹンテ࢕テ࢕にとって重要なṔྐ的ᘓ㐀物、ኳ然記ᛕ物、

⪃古Ꮫ的㑇㊧、ⱁ⾡的名所のᬒ観や自然環境を保護する。 

                                                        
� 保全地域は、「その࢚リアでの保全ᡓ␎と自然資源の持⥆ྍ能な利用の実現にྥけて、㛵ಀするᐁẸ཮᪉の活動を㛵㐃

づけ、お஫いにゎỴ策をᶍ⣴する、✵㛫的に⥺ᘬきされたࣘࢽット」（生物多様性法⣽๎�200�）と定められている。ᅗ 1
参↷。 
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ᅗ１ $& の఩⨨ᅗ 

 

（1） SINAC の組織య系 

生物多様性法では、第 23 条から第 33 条までの条㡯で SINAC の組織構成を᫂♧し、ᕷ

Ẹ♫会の実㉁的参加を保障するために、5 つのレベルの評議会をはじめとした一㐃の公ᘧ

の場を定めている。同法で、SINAC は以下の 5 つの機㛵から構成されることをつ定して

いるが、その組織య系とྛレベルの評議会のメンࣂーとᙺ割について、下記に♧す。 

 

 CONAC 

環境࢚ࢿルࢠー通ಙ大⮧が主ᐓする SINAC の᭱高Ỵ定機㛵である。SINAC 㛗ᐁ

（CONAC の事務局㛗を務める）、生物多様性管理国家ጤဨ会（CoPLVLyn NDFLonDl 

SDUD lD GeVWLyn de lD BLodLYeUVLdDd：CONAGEBIO、生物多様性法で設置）の事務局㛗

（DLUeFWoU EMeFXWLYo de lD OILFLnD 7pFnLFD）、11 カ所の AC の地域事務所㛗、11 カ所

の CORAC 代表がその௚のメンࣂーである。 

 

 行政事務局（SeFUeWDUtD EMeFXWLYD） 

保護区管理局、森林資源管理局、野生生物管理局、ὶ域管理局の 4 局からなり�、

SINAC 㛗ᐁ（DLUeFWoU EMeFXWLYo）が主ᐓする。保護区管理局は政策・ᡓ␎᱌の策定、

保護区のィ⏬・管理に㛵するᢏ⾡的ຓゝや指ᑟ、実施評価な࡝、また森林資源管

                                                        
� 現地調査᫬のインタビࣗーによる。 
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理局は政策・ᡓ␎᱌の策定、森林資源の利用、管理、ࣔࢽタリングな࡝をᢸᙜす

る。 

 

 保全地域管理組織（EVWUXFWXUDV AdPLnLVWUDWLYDV de lD AC） 

全国を 11 の AC に分け（ᅗ１参↷）、そのྛ AC を管㎄する組織である。11 の組

織はそれࡒれ、CORAC、行政機㛵であるྛ AC の地域局（DLUeFFLyn RegLonDl）、ྛ

⛉Ꮫᢏ⾡ጤဨ会、ྛ AC の資㔠管理機㛵から構成される。⛉Ꮫᢏ⾡ጤဨ会はྛ AC

のస業プログラムのスタッࣇと地域事務所㛗が௵࿨した人物からなる。資㔠管理

機㛵はྛ地域局の行政組織内にᒓする。 

 

 CORAC 

公ເにより㑅ばれたメンࣂーから構成され、これにྛ地域事務所㛗が加わる。

ྛAC内にあるྛ種セクターの少なくとも 5人の代表をᣍ㞟されたᅋయや機㛵の総

会で㑅出する。ᑂ議会には少なくとも 1 名のᕷの代表がᚲࡎ含まれる。 

 

 CO/AC 

ᚲ要とᛮわれる AC では、CORAC のỴ定で設けることがྍ能である。 

 

200� 年 4 ᭶ � ᪥に、環境࢚ࢿルࢠー┬௧ Decreto Ejecutivo 34433-MINAE により、生物

多様性法（法ᚊ第 ���� ྕ）の⣽๎が定められた。そのなかで、ᢏ⾡的なコンセプトが公

ᘧに᫂♧され、同法でつ定された SINAC のྛ種部㛛の行政機構が᫂記されている（ᅗ㸰

及び表㸲参↷）。 

༠議プロセスに㛵して、ᕷ（0XnLFLSDlLdDd）は、公⫈会、ఫẸᢞ⚊、その௚の㢮ఝのྲྀ

り組みといったメカࢬࢽムを᥇用しつつある。また、コスタリカにはఫẸ᧦護のᑓ㛛機

㛵があり、๓㏙のメカࢬࢽムとはูに⊂自の公的な༠議ᡓ␎を行使している。 
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ᅗ㸰 6,1$&  య⣔⧊⤌ࡿᕠࢆ

 

⾲㸲 6,1$& ホ㆟఍ไᗘのᴫ要 

評議会 対ᛂ行政組織 ጤ ဨ ᙺ 割 

CONAC 国家保全地域ᗇ 0INAE7大⮧、SINAC
㛗ᐁ、CONAGEBIO
局㛗、AC 事務所、

CORAC 

生物多様性に㛵する政策・ᡓ␎の 
策定、実施の┘╩・ࣔࢽタリング、

ண⟬のᢎ認・┘査、 
保護区᪂設の᥎㐍、 
AC 事務所㛗の௵࿨な࡝ 

CORAC 
 

AC 事務所 地᪉自἞య、 
政府機㛵、Ẹ㛫ᅋయ、

㠀政府組織（NGO）、

地域ఫẸ 

政策実施の確認、参加ಁ㐍、 
ఫẸࢽーࢬのィ⏬཯ᫎの確認、 
ண⟬ᢎ認、保護区᪂設の່࿌、 
地域事務所の㐠Ⴀ・㈈務の┘╩な࡝

CO/AC AC 事務所等 ௵ព ᚲ要にᛂじて設立 
 

 

（2）SINAC 人ဨとண⟬ 

・人ဨ 

SINAC 全యの⫋ဨᩘは、1�20� 名（2011 年᫬Ⅼ）で、200� 年の 5�� 名とẚ࡭ると

ಸቑしている。そのうち AC 事務所に㓄ᒓされた⫋ဨᩘは 1�02� 名である10。その௚

に本調査᫬には⮫᫬で約 �00 名が本部のᢸᙜするさまざまなプログラムや業務にᚑ

事していた。⫋ဨの構成は、1�％がᑓ㛛ᐁ、2�％がᢏ⾡ᐁ、54％がレンࣕࢪーな࡝

で、大Ꮫ༞以上のᏛṔを有する⫋ဨは全యの �0％程度を占める。 

                                                        
10 SE0EC （2011） InIoUPe AnXDl EVWDdtVWLFDV� SINAC en N~PeUoV�  
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しかし、AC によって⫋ဨᩘのばらつきは大きく、訪問者ᩘの多い上位 5 カ所の

AC で全యの �5％を占めている。⫋ဨᩘの㓄置は㤳㒔からの地理的位置やアクセスに

ᅔ㞴な AC では少なくなるഴྥがある。大陸から㐲く㞳れたココᓥᾏὒ保全地域は᭱

ᑠの 32 名なのに対し、㤳㒔㏆㑹の中ኸⅆᒣᖏ保全地域は 200 名㏆い⫋ဨを᧦する。 

本プロ࢙ࢪクトと㛵ಀの῝い AC7o 事務所には、現在、約 �0 名、REBACO には �

名の⫋ဨが㓄置されている。 

 

 

・ண⟬ 

表㸴に㏆年の SINAC の全యண⟬と、2011 年度のᇳ行≧ἣが♧されている。また、

2011 年のᇳ行≧ἣに㛵しては、支出内ᐜูのண⟬も♧す11（表㸵）。 

 

 

 
                                                        
11 200� 年からの 2011 年の᥮⟬レート（ྛ年 1 ᭶ 1 ᪥のコロンЍドル）は、1 ドル 51���5 コロン（200�）、500��� コロ

ン（200�）、5�0��5 コロン（200�）、5�1��1 コロン（2010）、51��0� コロン（2011）。コスタリカ中ኸ㖟行ホーム࣌ーࢪ

（KWWS���www�EFFU�IL�FU�）より。 

⾲㸳 6,1$& ᮏ㒊࣭ಖ඲ᆅᇦの⫋ဨᩘ 

⾲㸴 6,1$& ᮏ㒊࣭ಖ඲ᆅᇦの⫋ဨᩘ 
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⾲㸵 6,1$& のண⟬㸦���� ᖺ㸧 

 

 

 

 

 

 

 

全య的な᭱㏆のഴྥをみると、╔実に上᪼ഴྥにあるが、2011 年にはண⟬として

ィ上された㔠額が高かったにもかかわらࡎ、ᇳ行率が �1㸬�％とపかったために、2000

年レベルを下回った。2011 年のᇳ行率が �1��％にと࡝まったཎᅉとして、大統㡿府

の᪉㔪でண⟬総額が 20％๐減されたことと、ண⟬ᇳ行にᙜ初ィ⏬よりపい制㝈が設

けられ、その≧ἣが � ᭶まで⥆いたため、大部分のண⟬ᇳ行のጉげになったという

ことが、指᦬されている（SINAC en N~PeUoV� 2011）。 

ṓ入の内ヂは、ẖ年一般ィ上される国家ண⟬からのṓ入と≉ู法で創設された 3

つのಙクᇶ㔠（国立公園、森林、野生生物）等からなる≉ู㈈源である。࡯かに、

Ẹ㛫セクター、NGOV、国際༠力プロ࢙ࢪクトによる資㔠があるが、この表には含ま

れていない。 

2011 年の支出の内ヂをぢると、自然保護区管理ྥけの経㈝が約 45％で᭱も多く、

ḟいでィ⏬・管理部㛛の経㈝の約 32％、ṧりが森林資源・野生生物㛵㐃の経㈝とな

っている。一ぢすると、生物保護区や国立公園な࡝の絶対的な保護を目指す地域が

多いのに対し、適ṇな資源管理を通じた保全を目指す┦対的保護の対㇟である森林

保護区や野生生物保護区な࡝への㓄分が少ないようにみえる。≉ู㈈源のヲ⣽につ

いて㏆年の入手ࢹータはないが、参⪃までに 200� 年から 200� 年のᩘᏐを表㸶で♧

した。 

内     ᐜ ண⟬額（コロン） ᇳ行額（コロン） 

森林資源・野生生物 ���5��05��1�4��0 5�24��15��25��3� 

自然保護区 13�510�00��1����3 10�2�����3�440�0� 

ィ⏬・管理部㛛 ���34�30��105�45 ��023��15��52�3� 

合  ィ 30�001�3�3�4����� 21�55���5��551��4 

出඾：SINAC en N~PeUoV （2011） 
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これらのᇶ㔠は、例えば、200� 年からの 3 年㛫のண⟬額では、SINAC の総ண⟬の、

それࡒれ、4�％、54％、4�％と、半分๓後を占めている（表㸶参↷）。これらの㈈源

で、インࣇラストラクࣕࢳーや機ᮦへのᢞ資の大部分を㈥っているばかりでなく、

㐠用経㈝、㌴୧等の⇞ᩱ代、資機ᮦ、出ᙇ᪑㈝な࡝も᤬出されている。なかでも、

国立公園ᇶ㔠からの割合が大きく、200� 年からの 3 年㛫で 40％以上となっている。

このᇶ㔠のṓ入の内ヂは、༳⣬収入、保護区の入場ᩱ、保護区内のྛ種サービスの

利用ᩱによるものである。一᪉、森林ᇶ㔠と野生生物ᇶ㔠がṧりの SINAC ண⟬を⿵

᏶している。 

㈈源の管理に㛵しては、主にண⟬ᇳ行手⥆きの㎿㏿໬をᅗるために、国の┤᥋管

理に代᭰するメカࢬࢽムとして、ಙクᇶ㔠、㈈ᅋ・コ࣑ࣗࢽテ࢕開発༠会、その௚

の NGOV との༠定な࡝がとられてきた。しかし、SINAC とのཝ᱁な調整下で資㔠を

㐠用する主要な機㛵は、国立公園ᇶ㔠（FXndDFLyn de PDUTXeV NDFLonDleV： FPN）であ

る。また、࡯かにも SINAC を支える㈈ᅋ⩌12が存在することも指᦬に್する。さら

に、ホテルや᪑行業な࡝のẸ㛫セクターとの㐃ᦠも㏆年ቑ加ഴྥにあり、これらが

AC の㐠用コストを⿵᏶するための自発的な割ᙜ㔠をᣐ出しているのは⯆࿡῝い。 

ண⟬のうち人௳㈝に㛵しては、SINAC ⫋ဨのሗ㓘の㈈源は、通ᖖண⟬と๓㏙した

3 つのᇶ㔠からであるが、大部分は、通ᖖの国家ண⟬と国立公園ᇶ㔠から支払われて

いる。しかし、ACG（グアࢼカステ）、AC7（テンࣆスࢣ）ࡔけはそれ以外のᇶ㔠か

らの㈈源が割りᙜてられている⫋ဨᩘが多いのが≉ᚩである。≉に、๓者は௒᪥の

AC のコンセプトを生むきっかけをసったṔྐ的な経⦋を持った場所で、保護区の自

立性を SINAC 発㊊以๓からព㆑し、⊂自のᇶ㔠による㐠Ⴀを設け、中ኸ政府の㈈源

から⬺⓶しようとしていた㐣ཤと㛵ಀがあると⪃えられる。 

 

㸱－㸰 &21$*(%,2 

生物多様性法の制定によって、CONAGEBIO が 0INAE7 の分権機㛵として創設された。

ጤဨは 0INAE7、農業┬、保೺┬、SINAC、農業・ၟᕤ業、ᩍ⫱、先ఫẸ保護のセクター

等から構成される。生物多様性保全に㛵する㛗ᮇィ⏬及び全య的な┘どᙺをᢸっており、

                                                        
12 中ኸⅆᒣᖏᇶ㔠（FXndDFLyn de lD CoUdLlleUD 9olFinLFD CenWUDl： FUNDECOR）、アレࢼル保全地域ᇶ㔠（FXndDFLyn del ÈUeD 
de ConVeUYDFLyn AUenDl： FUNDACA）、FXndDFLyn NeoWUySLFD、FXndDFLyn CoUFoYDdo、FXndDFLyn SDUD el ETXLlLEULo enWUe lD 
ConVeUYDFLyn \ el DeVDUUollo （FUNDECODES）、FXndDFLyn 0onWeDlWo、AVoFLDFLyn CoVWD RLFD SoU SLePSUe 等 

⾲㸶 6,1$& の≉ูᇶ㔠ࡽ࠿のண⟬㢠 
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生物多様性の持⥆的利用と⥔持・回復、ᩍ⫱・ᬑ及、◊✲・ᢏ⾡⛣㌿、㑇ఏᏊ組᥮స物、

㑇ఏ資源へのアクセスと利┈㓄分（AFFeVV Dnd BeneILW�SKDULng：ABS）な࡝に㛵する国家政

策・ᡓ␎を策定・┘どするとしている。 

 

㸱－㸱 )21$),)2 

FONAFIFO は森林法 No��5�5 によって設定され、主に、森林生態系が提供するサービス

に対する支払を行っていく制度である PSA を管㎄する行政機㛵である。 

 

㸱－㸲 ,1%LR 

INBLo はコスタリカの生物多様性目㘓のస成を目的とし、1��� 年に設立された組織であ

る。現在は、種の記㍕のみにと࡝まらࡎ、生物多様性に㛵する▱㆑のᕷẸへのᬑ及にも力

を入れている。NPO 組織ではあるが、政府が国┈に資する組織（LnWeUeV nDFLonDl）と認定し

ている。 

 

㸱－㸳 &$7,( 

CA7IE は 1��3 年にコスタリカのトࢗリアルࣂという⾤に設立された、⇕ᖏ農業の◊✲及

びᩍ⫱のための、米ᕞ地域機㛵である。14 カ国、ブラࢪル 1 ᕞ、そして 1 つの地域機㛵が

メンࣂーとなっている。設立ᙜ初は農業分野に力を入れていたが、㏆年では、農ᮧ開発、

ὶ域管理そして生物多様性を含めた自然資源の保全や管理、Ẽೃኚ動対策分野も活動⠊ᅖ

に含ࢇでいる。 

 

㸱－㸴 ኱Ꮫ 

コスタリカ国内には、5 つの国立大Ꮫをはじめ、自然環境、生物多様性に㛵㐃した大Ꮫが

」ᩘ存在する。コスタリカ大Ꮫ（UnLYeUVLdDd de CoVWD RLFD：UCR）には生物Ꮫ部をはじめ、

水ᩥᾏὒ⛉Ꮫ◊✲所（El CenWUo de InYeVWLgDFLyn en CLenFLDV del 0DU \ /LPnologtD：CI0AR）な

があり、UNA࡝ には、国際野生生物保護管理◊✲所（El InVWLWXWo InWeUnDFLonDl en ConVeUYDFLyn 

\ 0DneMo de 9LdD SLlYeVWUe：ICO09IS）、持⥆ྍ能な開発のための経済政策◊✲所（CenWUo 

InWeUnDFLonDl de PoltWLFD EFonyPLFD SDUD el DeVDUUollo SoVWenLEle：CINPE）な࡝がある。また、

アメリカの᥼ຓや資本が入った⚾立大Ꮫである EAR7+ 大Ꮫは、持⥆ྍ能な農業と農業ビࢪ

 。スのᬑ及に力を入れているࢿ

 

㸱－㸵 ᅜ㝿 1*2 

IUCN のメソアメリカ地域事務所をはじめ、世界自然保護ᇶ㔠（:oUld :Lde FXnd IoU 

NDWXUe：::F）地域事務所、コンサベーシࣙン・インターࢼシࣙࢼル（ConVeUYDWLon 

InWeUnDWLonDl：CI）な࡝、生物多様性保全に㛵㐃した」ᩘの国際 NGO が事務所を構えている。 
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㸱－㸶 ࡑの௚ 

米ᕞ農業༠力機構（IICA） 
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